
学校における児童生徒の
自殺関連行動への対応

【学校におけるチームビルド】
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こどもたちの危機を発見し、
連携可能な関係機関（保護者含め）を招聘し、
支援の方針・役割分担を行う。

支援の経過を共有し、
状況に応じて方針・役割分担を修正・変更し、
新たな課題に応じて支援チームを拡充する。



◆ 「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」（平成２１年３月発行）

はじめに
■第1章 子どもの自殺の実態
■第2章 自殺のサインと対応

１．自殺の心理        ２．自殺の危険因子
３．自殺直前のサイン ４．対応の原則
５．対応の留意点
６．子どもに必要な自殺予防の知識

■第3章 自殺予防のための校内体制
１．子どものSOSに気づく校内体制
２．自殺予防のための教育相談体制
３．危機対応のための校内体制

■ 第4章 自殺予防のための校外における連携
１．学校 ２．家庭
３．医療機関 ４．地域のさまざまな人々

■ 第5章 不幸にして自殺が起きてしまったときの対応 
■ 第6章 自殺の危険の高い子どもへの対応事例
■第7章 自殺予防に関するＱ＆Ａ
■ 参考資料
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児童生徒の自殺関連行動を発見した際の対応にかかる課題



第8章 自殺 

8.1 自殺対策基本法等  

8.1.1 自殺対策基本法の成立と改正までの経緯  

8.1.2 法の下での学校における自殺予防の取組 

8.2 自殺予防のための学校の組織体制と計画  

8.2.1 自殺予防のための教育相談体制の構築  

8.2.2 自殺のリスクマネジメントとクライシスマネジメント  

8.2.3 自殺予防の３段階に応じた学校の取組  

8.2.4 児童生徒の自殺の原因・動機から考える取組の方向性 

8.3 自殺予防に関する生徒指導の重層的支援構造  

8.3.1 自殺予防につながる発達支持的生徒指導  

8.3.2 自殺の未然防止教育の展開  

8.3.3 自殺の危険の高まった児童生徒の早期発見・早期対応  

8.3.4 自殺行動が生じた場合の困難課題対応的生徒指導の実際 

8.4 関係機関等との連携に基づく自殺予防の体制  

8.4.1 保護者との連携  8.4.2 医療機関、福祉機関との連携・
協働  

8.4.3 ICT を利活用した自殺予防体制 
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「生徒指導提要」（令和4 年12 月 文部科学省発行）



8.3 自殺予防に関する生徒指導の重層的支援構造
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図：東京都教育委員会発行「生徒指導提要（令和4年 12月）」のポイント（基礎編）

自殺の行動化を水際で防ぐ組織的な危機介入、
及び自殺未遂者への心のケア、自殺発生（未
遂・既遂時の周囲への心のケアの実施（専門
家・関係機関との連携・協働に基づく危機対
応態勢の構築）

自殺の危機が高まった児童生徒の早期発
見と迅速な対応（アンケート、面談、健康観
察等によるスクリーニングと安全確保等）

児童生徒が「未来を生き抜く力」を身
に付けるように働きかける「命の授
業」等の実施、及び安全・安心な学級
環境づくり

SOSの出し方に関する教育を含む自殺
予防教育の実施（保健体育の授業や学級・
ホームルーム活動等における取組）



8.2.3 自殺予防の３段階に応じた学校の取組
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段階 学校の対応 具体的な対応・取組例

予防活動
プリ
ベンション

自殺予防教育
児童生徒の心の安定

• 授業によるアプローチ
• 日常的教育相談活動に
よるアプローチ

教職員向けゲートキーパー研修

・自殺予防教育
・生と死の教育
・ストレスマネジメント教育
・教育相談研修
・アンケート

保護者向けゲートキーパー研修

危機介入
インター
ベンション

自殺の危機の早期発見
＋リスクの軽減

◆校内連携型危機対応チーム

（必要に応じて教育委員会等への支援要請）

自殺未遂後の対応

◆校内連携型危機対応チーム

（教育委員会等への支援要請は必須）
◆ネットワーク型緊急支援チーム

（校内での発生、目撃者多数などの場合）

事後対応
ポスト
ベンション

自殺発生後の危機対応
危機管理と遺された周囲のもの
への心のケア

◆ネットワーク型緊急支援チーム
（校内連携型危機対応チーム、教育委員会等、関係機関の
連携・協働による危機管理体制の構築）



支援チーム
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（『生徒指導提要（改訂版）』2022年）



『危機介入～事後対応』の実際
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校内連携型危機対応チーム

「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」
第３章『危機対応のための校内体制』に相当

・校長を含む管理職
・生徒指導主事（担当者） ・教育相談主任（担当者）
・学年主任 ・保健主事 ・養護教諭
・スクーカウンセラー（以後SCで表記）

などからなる「危機対応チーム」

＜平常時＞
• 危機管理の体制づくり
• 危機対応のマニュアルづくりなど



『危機介入～事後対応』の実際
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ネットワーク型緊急支援チーム

「教師が知っておきたい子どもの自殺予防」
第４章『自殺予防のための校外における連携』に相当

※当時は、学校、家庭、医療機関の連携だけが取り上げ
られている状況

• 教育委員会
• 自殺対策の部署、精神保健福祉センター、保健所
• 児童福祉の部署、生活支援の部署など、

• 『こども・若者の自殺危機対応チーム』を設置する都道
府県・政令指定都市もあります



ネットワーク型支援チームを考える
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原因・動機 具体的な様態 外部関係機関

家庭問題
親子関係の不和
家族からのしつけ・叱責
その他の家族関係の不和 など

要保護児童対策地域協議会
⇒児童相談所、警察

健康問題
病気の悩み・影響（その他の精神疾患）
病気の悩み・影響（うつ病）
など

保健所/保健師
⇒医療機関

経済・生活問題 生活苦、就職失敗、負債 など 生活困窮者支援担当

勤務問題
職場の人間関係
仕事疲れ（その他） など

労働基準監督署

交際問題 失恋 教育相談室、思春期相談

学校問題

学業不振（発達障害、長欠含む）
進路に関する悩み （入試以外）
学友との不和 （いじめ以外） など
思いの他「いじめ」や「教師との人間関
係」が少ない

特別支援教育所管課
教育相談室
生活困窮支援担当
⇒スクールソーシャルワーカー

その他 孤独感、犯罪発覚等 など 教育相談室、少年センター

不詳



支援チーム
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（『生徒指導提要（改訂版）』2022年）

これはあくまでも、

危機対応のチーム



日頃からの情報共有

＜私自身の経験から＞

◆生活指導部会

• 各学年主任、学年の生活指導担当、管理職、養護教諭、SC

• 週1回（時間割に位置付けておく）

◆教育相談部会

• 各学年主任、学年の教育相談担当、管理職、養護教諭、SC

• 週1回（時間割に位置付けておく）

• 隔週で不登校対応、発達障害等をメインに据えて

◆企画経営会議

• 各学年主任、各分掌主任、管理職、事務職

• 週1回（時間割に位置付けておく）

※ミドル層の指針となるよう、学校の生徒指導のスタンスを明確

にする ～ミドル層が判断しやすいように～
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